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　月日が経つのは本当に早いもので、今年度の法学研究会の活動も終わろうとしています。思い返せば、４月からのゼミ活動、合宿など様々なイベントやハプニングがありました。光陰矢のごとし、とは正にこのこと、と実感する今日此の頃…。さて、無事に追いコンを

迎えることができたのは、執行部の方々をはじめとする会員皆様のおかげだと思います。そこで、今回のプチ５号館は、本年度の法研の活動を支えてくださった、執行部役員の方々に、「執行部役員としての反省」を綴って頂きました。執行部の皆様、本当にお疲れ様でした。

＜会長＞大場將貴
　本年度、会長を務めさせていただいた大場です。今年度の法研は、今まで試みたことのない（参考にしうる前例のない）関法連への参加や、OB･OG会を開催したことなどをみても分かる通り、法研が大きく発展した（少なくともそのきっかけを作った）、実りある活動を展開することができたと思っています。これらは、皆さんの協力無しではなしえなかったことですし、私が会長として貴重な経験をしつつ、その役割を果たせたのも、会員の方々による協力のおかげです。会員の皆さん（特に執行部役員）に心より感謝致します。（私の会長としての具体的な反省点は多々あるのですが、…本稿では多過ぎて詳しく述べることができなくなってしまいました。）
最後に一言。新執行部には、新たな法研活動の展開するのと同時に、（本年度の反省をふまえつつ）本年度から開始した活動をより充実したものに育てていってくれることを、そして、法研全体が更なる発展をなすことを期待致します。
＜副会長＞野村陽子
　本年度、名目上なんとか副会長を務めさせていただきました野村でございます。
振り返ってみると、こんな私が今日ここまでやっていけたのは皆様のお陰だと身に染みて感じております。そもそも私めは、副会長などといふ気位の高い優れ人の就くような役職には到底及ばない人間でございまして、立派に法研を先導なさるもうお一方の副会長サマと引きかえ、就任した当初からとちりまくりでホントごめんなさいって感じです（でも、こうなることは最初から分かっていましたよね？笑）。とにかく、至らなかった点も数え切れないほどあるかと思いますが、皆サマがフォローして下さったお陰でここまでやっていけたと思っております。ありがとうございました･･･そして、これからも見捨てられないようそれなりにガンバってきますので、よろしくお願いします。
＜副会長＞原謙一
　僕の前に道はない。道は自分で切り開いてきた。そう、この二年で副委員長・副会長を歴任してきた。この役職は仕事がない。仕事がないので、自分で仕事を探さないと何もやることがない。ただの法研のお荷物になってしまう。そこで、仕事を手当たり次第に探した。ゼミをやったし、他の役職の手伝いもした。皆の間に入って情報を回したり、話し合いの場を設けた。三年になってからは二年を積極的に手伝った。OB・OG会の実行委員長も担当したし、関法連の論者もやった・・。その他諸々、全て自分で考え、自分で見つけて仕事をこなしてきた。そういうものだ「副～」なんて役職は。最初はこんなに仕事がない役職とはまるで知らずに担当した。しかし、それでもなんとか二年間「副～」として君臨・・いや、「副～」として仕事をこなしてきたことで、得ることはあったと思う（例えば、愚かな人間との付き合い方が上手くなったとか、法学部なのに論理が扱えない人がいることを知ったとか・・色々）。今後もこの経験は僕の中でとても大切に封印される・・いや活用されるだろう。今後の執行部員さんが法研全体の奉仕者として、私利私欲に走ることがないように法学研究会「元老院」の一人として、法研を見守っていきたい。
＜委員長＞塚田剛
　皆さん、一年間大変お疲れ様でした。早いものでもう一年を終えようとしていますが、私が委員長を務めてきたその間、様々な困難に直面することもありました。しかし、私の至らぬ点が多々ある中、何とかそれらを乗り越えることが出来たのは、執行部役員の一人一人の「助け」と「協力」があったおかげです。非常に忙しかったですが、皆さんと共に仕事をしていく中で、多くのものを得、学ばせていただくことができ、ありがとうございました。
　来年は会長職に就きますが、従前の形式にとらわれることなく、新たな執行部役員と共に、委員長をサポートし、法研を盛り上げ、作り上げていきたいと思いますので、よろしくお願いします。
＜副委員長＞成井愛美
　怒涛の一年でした。長いようで短く、つらいようで楽しく、まったりしてるようで忙しい一年だったと思います。人の嫌な面を見てしまったときにどう対応すべきか、依頼はどのようになすべきか、説明はいかにすればより相手に伝わるか等、社会にでてからきっと役に立つであろう知識と対応力が様々な経験を通じて身についたように思います。周りのみんなには多分に迷惑をかけたと思います。二年になってから、仲良いメンバーが増えて、毎日楽しかったです。とても感謝しています。
　今年よかった点は来年も引き続き、悪かった点は繰り返さない。をモットーに、法研での活動をより楽しく、明るいものにしていきたいと思います。

　…反省になってるかな？ともかく、今年度はみなさまお疲れ様でした。来年度もどうぞよろしくお願い致します☆ということで…。
＜会計＞牧内彩
　前期は多少気合いも入っていたので、お金も頻繁におろしていたのですが、後期に入り慣れも生じ、少しサボり気味になってしまい、ご迷惑をおかけしました。そして皆さん！節約にご協力いただきありがとうごさいました。
＜会計＞寺崎絵美子
　今年度会計をやらせていただき色々勉強させてもらいました。関法連費をはじめ、たくさん迷惑をかけたと思いますが、先輩方や二年生の皆に助けていただき何とか無事終えることが出来ました。本当に感謝してます。ありがとうございました！
＜広報＞河原一樹
　広報という荊棘の道に入りてはや一年。やってて良かったと感じられた事がなかった理由は、私一身の怠惰ゆえと反省しております。猶も跡継ぎに望むらくは、前車の轍を踏むなかれ。
＜広報＞島崎太
　差し止め・ダメだしにより反省文もver.3となりました。広報の仕事は他の役職に比べ楽だったようです。執行部の一員としては、言われたこと、頼まれたことだけをこなす自分らしい仕事ぶりだったと思います。執行部会その他、楽しく過ごさせていただき先輩・同輩の皆様、有難うございました。

＜会報＞植木智子
　後期からはほとんど仕事ができず、大変ご迷惑をおかけしました。申し訳なく思っています。会報になった時は、タイピング能力が上達するかもしれないと思ったりもしましたが、それほどまで仕事をしませんでした…。

　みなさん、一年間お疲れ様でした。
　

＜会報＞小室裕光
 多くの方々にご迷惑をおかけしながら、なんとか一年間会報として仕事をすることができました。ご迷惑をおかけした関係者の皆様には、この場をかりて深くお詫び申し上げます。
＜会報＞前原摩耶
　執行部に入っていたこの１年間、辛かったこともありましたが、それも、卒業するころには良い思い出となっているでしょう(多分ね)。不出来な小娘を支え、助けてくれた皆々様にこの場をお借りして感謝申し上げます。ありがとうございました。
＜会報＞持田征宏
　この一年は『締切』、という言葉に大いに悩まされた一年でした。しかしながら、私たちの窮状を察して協力して下さった方が多かったので、なんとか乗り切ることが出来たのは大変喜ばしいことです。ありがとうございました。                     

＜渉外＞大島雄太
　一年間通して、渉外をやってみて新歓時期や忙しい時は色々時間を削られて大変でしたが、旅行代理店へ行って場所決めをしたりするのは良い経験になりました。なにより執行部会の皆で仕事を通じて仲良くなれたのが一番の思い出です。
＜渉外＞田熊秀行
　渉外の仕事を通して一番の思い出は、新歓合宿も夏合宿も怒られたことです。
まず新歓合宿では、宿泊先の女将に隠しカメラが付いてるぞと強迫されました。
夏合宿では、帰りに立ち寄った駐車場のおじさんに、経営してる店の商品を買っていない　　という理由で駐車料金を奪われました。良い人生経験が出来たと思います。
＜渉外＞中込将之
　一年間渉外という仕事を一部させていただいて、自分の至らなさを痛感いたしました。そのせいで色んな人に迷惑や憤りを感じさせたことと思います。この場を借りて謝らせていただきます。
＜渉外＞加藤育美
　反省しなくてはならない点も沢山ありますが、１年間、渉外をはじめとする皆様に本当に本当にお世話になりました！涙。ありがとうございました！！渉外楽しかったです。来年も頑張りましょう☆
＜渉外＞隅山敬
　執行部で活動できたことで法研のことを組織として見る視点をもらえたと思います。どの役職でもそうだと思いますが、活動したことで皆さんがいい環境にいられたとしたらそれが最高です。なかなか頻繁に関われませんでしたがとても楽しかった。お疲れでした。
＜書記局員＞濱田純
　今年一年、特に印象に残ったのは、周りとのコミュニケーションに苦労したことです。常に相手の立場に立ってみることが大切だと知りました。時期役員の皆さんも念頭において活動して頂けたらと思います。一年間ありがとうございました。
＜書記局員＞久保田舞
　二年間、執行部員として良くも悪くも様々な経験をさせて頂いたと思います。 一年目の反省は「何も言わなかった（言えなかった？）こと」で二年目は「余計な事まで言い過ぎたこと」です。何事もほどほどが一番・・・なんでしょうね。難しいですけど。
＜書記局員＞高橋亜矢子
　今年度も昨年度に引き続き、周囲の人に助けられてばかりでした。本当に感謝！です。
結果として二年間役職を務めさせて頂きましたが、良い経験をさせてもらったんだろうなあ、と思っています。お疲れ様でした！
＜書記局員＞津田雄一
　一年間、書記を務めさせていただきました。私の場合、関法連のほうが活動の中心であり、他の書記のみなさんにはご迷惑をおかけしました。ごめんなさい。来年度、書記の皆さんもガンバってください。
＜書記局員＞和泉槙郎
　自分自身、書記としては「…？」だったと思います(申し訳ない)。去年はＨＰ開設、今年は関法連に加盟と、法研が自分の入った頃に比べて随分発展したんだということに驚いています。これからも法研のますますの発展を願っております。最後に、先輩、後輩、お世話になった皆様に、この場を借りて厚くお礼申し上げます。
＜書記局員＞嶺岸芙美子
　書記をさせていただいた３年の嶺岸芙美子です。後期は、執行部会にあまり出席することができずご迷惑をおかけしました。しかし執行部の一員として有意義な仕事ができたと感じております。ありがとうございました！
